
さいたま市

埼玉県

施策や
取組の推進• データ収集

•課題の抽出
• シミュレーション

•計画のシンカ
•取組のシンカ

「リアルさいたま」で展開する
スマートシティサービスの「シンカ」

「デジタルさいたま」とともに街を支える
スマートシティさいたまの「シクミ」

「スマートシティさいたま」実行計画 1

市民のウェルビーイングな暮らしを実現するため、市民の移動サービスとして定着してきた「シェア型マルチモビリティ事業」や「3D都
市モデル」等の官民データを活用したスマートシティサービスの更なるシンカ（進化・深化・真価）を図るとともに、データ利活用体制の
整備やデータに基づく施策の評価・検討体制の構築により、都市経営を支える「シクミ」を構築する。
施策① スマートシティサービスの更なる「シンカ」の推進 ︓市民やゲストに直接的に作用するスマートシティサービスのアウトプット
施策② スマートシティや都市経営を支える「シクミ」の構築︓施策を支える体制・ルール・共通認識等（検討・設計・運営管理の土台）

事業のセールスポイント

本事業全体の概要

対象区域のビジョン

•市民のウェルビーイングな暮らしを実現する「スマートシティさいたま」の取組を推進するため、シェア型マルチ
モビリティ事業等の①スマートシティサービスの更なる「シンカ」と、これを支える②「シクミ」の構築を推進する。

• シェア型マルチモビリティの本格実施
• 交通結節機能の強化や交通マネジ
メントの拡充

• 「さいたま市みんなのアプリ」を活用した
サービスの実施

• 公民学による3D都市モデル等地理空
間情報を活用した取組・サービスの展
開

スマートシティサービス
の更なる「シンカ」の推進

（施策①)

• スマートシティの取組を評価する仕組の
構築（EBPMの活用等）

• 社会実装を実現するための運営体制
の構築（持続可能なビジネスモデルや
体制構築等）

• データ利活用ルールや管理体制の整備
（データガバナンスやデータマネジメント等
の構築）
• シティプロモーションの推進

スマートシティや都市経営
を支える「シクミ」の構築

（施策②）
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• 面積︓約217.4㎢
• 人口︓約135万人

対象区域の概要

（将来都市像）
•上質な生活都市
全ての人がしあわせを実感し、自らが暮
らすまちに誇りを感じることができる都市

•東日本の中枢都市
市民や企業から選ばれ、訪れる人を惹
きつける魅力にあふれる都市

•目指す将来都市構造
「水と緑に囲まれたコンパクト＋ネット
ワーク型」の都市構造を目指します。



施策② スマートシティや都市経営を支える「シクミ」の構築

「スマートシティさいたま」実行計画 2

• 「スマートシティさいたま」を実現するため、シェア型マルチモビリティ事業等の①スマートシティサービスの更なる「シンカ」と、これを支える②「シクミ」の構築を図る。
スマートシティの目標（KPIの設定）

運営体制

データの
フィードバック

サービス
の提供

利用実績

参画
・連携

さいたま市スマートシティ推進コンソーシアム
（戦略策定）

スマートシティの受益者

等

市民・来訪者

地元事業者・団体

スマートシティ
基盤の提供

・事業の支援

内閣府・国交省 等連携

大学 等

データ利活用チーム

民間事業者 等

（事務局）

（アドバイザー）

（データの管理）

サービス提供
関連事業の推進

美園タウンマネジメント＊1

（会長）

アーバンデザインセンター大宮＊1

（監事）（地域の施策の推進）

（地域の施策の推進）

*１ 一般社団法人

サービス運営者

施策① スマートシティサービスの更なる「シンカ」の推進

施策／取組

シェア型マルチモビリティ
の本格実施

交通結節機能の強化や
交通マネジメントの拡充

「さいたま市みんなのアプリ」
を活用したサービスの実施

公民学による3D都市モデル等
地理空間情報を活用した
取組・サービスの展開

KPI

50ヶ所
／年

• サービスの実施

2箇所

2件/年

• ユースケースの実施本数 2本/年

• ポートの増加

• モビリティハブの設置

交通利便性への
満足度

自動車分担率(*)

CO2削減効果
（年間削減量）

スマートシティサービス
による経済効果(**)

KPI

63.5%
（R6）

67.0
%

22.7
%

20.0
%

823
t-CO2

/年

1,000
t-CO2 

/年

1.01
億円/年

1.25
億円/年

現状値 目標値

21.4
kcal/日

23.0
kcal/日

健康増進効果
（身体活動量）

「スマートシティさいたま」

※各KPIは現時点での設計値、関係者との協議の上で精査を想定
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*さいたま市地域公共交通網形成計画／第5回東京都市圏パーソントリップ調査における自動車分担率に本実証で得られた「1日あたり自動車交通削減トリップ数」を
加味して算定、**「スマートシティサービスによる経済効果」の現状地・目標値は現時点では仮算定、取組の検討時に算定手法とともに再設定

KPI

２回／
年

• 運営体制の構築
• 事業性の評価に係る指針

やガイドラインの策定
体制の
構築

体制の
構築

• 関連サイトの構築
• PR・情報発信の実施 ４回／年

• 指針やガイドラインの策定
• データベース・ガバナンスの構築
• データの整備・充実

• 評価手法の検討
• コンソーシアム会議での報告

スマートシティの取組を
評価する仕組みの構築

社会実装を実現するための運
営体制の構築

データ利活用ルールや
管理体制の整備

シティプロモーション
の推進

施策／取組



「スマートシティさいたま」実行計画 3

各取組における主な導入技術
• 「スマートシティさいたま」に資するフィジカルインフラとデジタルインフラの拡充と融合により、効果的なスマートシティサービスの創出と「シンカ」を図る。
• 各取組の推進による効果や課題等は相互に影響を及ぼすことが想定され、これらを「シクミ」により統合的に整理・評価することで、スマートシティの施策／取組の一体的な推進を図る。
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フィジカルインフラの拡充 デジタルインフラの拡充×
施策① スマートシティサービスの更なる「シンカ」の推進

• 事業採算性の確保と公共交通の補完
機能を両立したステーションの拡充・展開

• 社会的ニーズに合わせたモビリティの導入に
よる移動の選択肢の確保

• パーソナルモビリティの運転補助／自動返却
に関する技術導入

• 鉄道やバス、SMM、新モビリティをつなぐ、
結節点（モビリティハブ等）の整備

• 既存駐車場を活用した交通マネジメントの
実施

• 「さいたま市みんなのアプリ」上で、ユーザー
の移動の目的となるイベント情報や移動に
便利なモビリティ情報を発信・提示

• ポイント等インセンティブの活用したスマート
シティサービスの検討

シェア型マルチモビリティ
（SMM）の本格実施

交通結節機能の強化や
交通マネジメントの拡充

公民学による3D都市モデル等地理空間
情報を活用した取組・サービスの展開

「さいたま市みんなのアプリ」を
活用したサービスの展開

• 公民学による様々なプレイヤーの主体的な
企画提案・連携による、まちづくり、防災、環
境、交通、GXといった多様な分野における
3D都市モデル等の地理空間情報を活用し
た取組・サービスの展開

施策② スマートシティや都市経営を支える「シクミ」の構築

• 施策／取組について、ロジックモデルやKPI
の設定によるEBPMの活用を推進し、数値
データに基づいた傾向分析と原因分析を
伴う設計・評価・改善ができる手法を構築

• 分析ツールの構築

• 公民学等の関係主体による機能的、機動
的に適切な連携のもと、システムの維持や
サービスの提供等に要する安定的で自立
した財源を用意する等、運営面、資金面
での持続可能性を踏まえた設計を徹底

• 関連データの共有や管理等、推進主体に
おけるデータの取扱に関する規約を作成
（初期的には必要に応じた要請と対応）

• データ利活用を推進するチームの構成
• 関連するツール、データベース等の構築
（3D都市モデル等データの整備・オープン
データ化の推進）

• さいたま市スマートシティのビジョンや進捗の
可視化と効果的な情報の発信
- 紹介・進捗を閲覧できるサイトの開設
- 「さいたま市みんなのアプリ」等による市民
やステークホルダーへの情報発信

スマートシティの取組を評価する
仕組みの構築

社会実装を実現するための
運営体制の構築 シティプロモーションの推進データ利活用ルールや

管理体制の整備

期待される効果
移動の利便性向上

エコライフスタイル
への転換

健康の維持・増進

データ連携の強化
…他

移動の利便性向上

エコライフスタイル
への転換

健康の維持・増進

データ連携の強化

期待される効果

…他

移動の利便性向上

滞在環境の向上

データ連携の強化

期待される効果

消費活動の活性化

…他

移動の利便性向上

滞在環境の向上

データ連携の強化

期待される効果

…他

期待される効果
スマートシティサービス
のシンカ・増加

データ連携の増加
…他

期待される効果

公民学連携体制の持続

スマートシティサービス
のシンカ・増加

…他

期待される効果
スマートシティサービス
のシンカ・増加

データ連携の増加
…他

期待される効果

…他

取組の認知度向上
住民満足度の向上



運用

運用

運用

運用

運用

運用

運用

運用

運用

運用

運用

運用

サービスの本格運用

サービスの本格運用サービスの試験的運用

サービスの試験的運用

SMMのステーションの拡充
公用利用の開始
SMMの拡充・新たなSMMの導入

関係者と協議

関係者と協議

評価・改善
市内企業への横展開

モビリティハブを公共交通補完機能を高めながら市内全域に展開

関係者と協議
関係者と協議
関係者と協議

評価・改善

検討・関係者と協議
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さいたま市スマートシティ推進コンソーシアム
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• 社会課題の解決を目指すスマートシティは、市民（訪問者含む）、自治体、事業者等、関連するステークホルダーに様々な形で付加価値を提供することが可能となる。
• 「スマートシティさいたま」では、「シクミ」やデジタルツール（3D都市モデルや「さいたま市みんなのアプリ」等）を活用し、これらの利害関係者間での施策／取組／サービスの可視化や相互理解を促
すことで、効果的な推進を企図する。

ビジネスモデル

[スマートシティさいたま」の施策／取組の基本的なビジネスモデル

支援報告

享受するリソース*等への
データ等の対価

の提供

国交省

申請・報告（費用対効果）Wellbeingの向上

スマートシティの取組
及び効果等情報の提供

事業やサービス
に資するリソース*の提供

公有地・公共サービス・データ等の提供
承認住民満足度の向上

等 スマートシティの施策／取組の
進捗や成果の可視化

事業者・団体市民
スマートシティサービスの利用

スマートシティの
効果のフィードバック等
情報の提供

スマートシティサービスの提供

＊リソース︓公有地や公共サービス・データ等

さいたま市
交通モビリティ
道路等インフラ

公共施設
観光資源

医療
教育

自然環境
・・・

スケジュール

* 「シクミ」を早期に構築し、スマートシテイサービスの高度化を企図 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

シェア型マルチモビリティ
（SMM）の本格実施
交通結節機能の強化や
交通マネジメントの拡充

「さいたま市みんなのアプリ」を
活用したサービスの展開

公民学による3D都市モデル等地理空間
情報を活用した取組・サービスの展開

データ利活用ルールや管理体制の整備

シティプロモーションの推進

スマートシティの取組を評価する
仕組みの構築

社会実装を実現するための
運営体制の構築

本
実
行
計
画
で
実
装
さ
れ

た
サ
ー
ビ
ス
・
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
新
た
な
社
会
イ

ン
フ
ラ
と
し
た
更
な
る
施

策
の
推
進

施策①
スマートシティ
サービスの
更なる

「シンカ」の推進

施策②
スマートシティや
都市経営を
支える

「シクミ」の構築

R12年度〜

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る

シ
ク
ミ
・
機
能
の
確
立

SMMサービスの
あり方について
一体的な検討

仕組の検討

指針・ガイドライン・
評価手法の検討

分析ツールの検討

サービスの
あり方の検討

機能のあり方の検討

指針・ガイドライン・
評価手法の検討

方針やコンテンツの
検討・整備

ツールの整備

データベース・
ガバナンスの整備

シ
ク
ミ
の
見
直
し

シ
ク
ミ
の
見
直
し

多様な分野における取組・サービスの検討・実装 多様な分野における取組・サービスの検討・実装
実践型の研修開催など 実践型の研修開催など

オープンデータのハッカソン等の開催など オープンデータのハッカソン等の開催など
アジャイル
しながら推進



「スマートシティさいたま」で目指す将来像 5

将来像

モビリティポートの
最適配置

モビリティポートの
最適配置

交通結節機能の強化や
ラストワンマイル交通の充実

交通結節機能の強化や
ラストワンマイル交通の充実

地域資源を活かした
外出機会の創出

イベント開催・非開催時等の
交通マネジメントの実施

スマートな交通システム
シームレスな乗り継ぎ

グリーンでウォーカブルな
駅前空間の形成

荒川の水辺と緑を活かした
回遊性の向上

見沼田圃や見沼代用水の
水と緑を活かした回遊性の向上

脱炭素に資する
多様なモビリティの拡充

まちの賑わい情報の発信
（商業、イベント等）

スマートプランニングによる
合意形成の円滑化
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